
2016 年 和鉄の道 Iron Road【16】の口 絵



口絵-1 縄文の心 激変する現代社会を生き抜くために

世界に類のない１万年も平和で豊かな暮らし続いた日本の「縄文」
今世界が注目する 日本の「縄文の心」

◎和鉄の道 2016 http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/2016mutsu/fkobe1601.pdf



口絵-2 鉄の起源 &「鉄」のユーラシア大陸 東遷の道探求
１０年にわたる愛媛大の「鉄の起源・伝播 ユーラシア大陸各国研究連携ロジェクト」の成果

鉄の起源・日本への伝播の道「Iron Road」がベールを脱ぎ始めた

◎ 鉄の起源
ヒッタイト以前の世界最古の鉄の発見と地中海東岸の銅の産地での銅製錬の副産物として

鉄が生まれた可能性を提案。 大きな話題となった
◎ 「鉄」のユーラシア大陸 東遷の道 ユーラシア大陸の東西を結ぶメタルロードがベールを脱ぎ始めた。

中国国内・東アジアでの伝播の道がつながれば、たたら製鉄の起源に迫れる
◎ 出土遺跡に基づく古代製鉄の操業の評価と復元

[ 日本には今もたたら製鉄が残り、古代からの製鉄が唯一受け継がれ、操業がわかる ]

「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」 愛媛大村上恭通教授講演より

◎和鉄の道 2016 http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad201500.htm



愛媛大村上恭通教授講演愛媛大村上恭通教授講演 「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」「ユーラシア大陸における鉄の発展史と弥生時代の鉄」

◎和鉄の道 2016 http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1601metalroad201500.htm



口絵-3 「山は海の恋人」

森の中で水に溶け込んだ鉄分が海に流れ下り、豊かな海を育む

和鉄の故郷 : 古代製鉄神降臨の伝承地 千種川が流れ下る兵庫県千種岩鍋

◎和鉄の道 2016 http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1604tetsuenosasoiweb.pdf

◎和鉄の道 2016     http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1608araoyama00.htm



口絵-4 実験考古学による古代製鉄の復元と評価の推進 新しい知見が生まれている

日本には今もたたら製鉄が残り、古代からの製鉄が唯一受け継がれ、操業がわかる。
世界の各地で出土する古代の製鉄遺跡の評価にこの視点が大きな力となっていると聞く

愛媛大学 たたら製鉄実験の一例
弥生後期の五斗長垣内遺跡 弥生の鍛冶作業の実験

周辺の植物の茎で羽口代用による弥生の高温鍛治の可能性
すでに高温鍛冶が行われていた可能性を示唆

◎和鉄の道 2016  http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1607awaji00.htm



口絵-5 淡路島 秋帆銅鐸は出雲と同じ鋳型の兄弟銅鐸

7個もの銅鐸が集中して見つかった南淡路市松帆
国譲り神話の「出雲」・ 国生み神話の「淡路」で起きた弥生時代の末の大量の銅鐸埋納
国生神話の出雲・淡路は強い結びつき 大和の進出に国づくりの始まりに迫れるのか ???

◎和鉄の道 2016 http:/www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1611matsuho.pdf



口絵-6 弥生末から古墳時代前期(3世紀～４世紀) 邪馬台国から日本の国家形成の時代
「鉄」で栄えた近江の中心都市集落「彦根市稲部遺跡」出土

琵琶湖交通・北陸や東日本と畿内をつなぐ交通の重要な結接点 近江の彦根 .

纏向遺跡に匹敵する大型建造物・鍛治工房群を有する鉄器物流を担う拠点都市集落が出土

◎和鉄の道2016  http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1612inabe00.htm



口絵-7   多田源氏・秀吉の隠し蔵 北摂「多田銀銅山」を歩く

江戸時代の鉱山町・街道筋の景観や家並・多数の間歩(坑道)などがそのまま残り
鉱山町の街道のすぐそばで、今も銅の露頭が見られます。

◎和鉄の道 2016 http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1609tada00.htm



口絵-8. 肥後金象嵌「地鉄の黒の美しさ」
金細工のデザインを浮かび上がらせる「鉄素地 漆黒の黒の」

水の中に溶けこんだ鉄分がお茶や柿ジブなどに含まれるタンニンで 黒く色がつくことは知っていましたが・・・・

鉄象嵌については全く知りませんでした。

金細工のデザインを浮かび上がらせる素地「漆黒の黒地」は
赤さびを鉄素地表面全体につけ、それを柿渋やお茶に含まれるタンニンで
還元黒化して、錆止めする伝統技法
素地についた赤さびのFe2O3を還元して、黒さびのFeOとFe3O4にして、発色させた地鉄「漆黒」の技法。

鉄の生地表面そのものを「漆黒」に仕上げる貴重な肥後象嵌 伝統の技術として今も受け継がれている。

また、素地の鉄にこの細かい金細工を施す象嵌の技そのものも、多くの職人たちによって
時を経て磨き上げられ、 「肥後象嵌」「加賀象嵌」「京象嵌」などと今に伝承されている。
他の伝統技術と比べてその実を知らないことも多い。

◎和鉄の道 2016 http://www.infokkkna.com/ironroad/2016htm/iron12/1612higozougan.pdf


